
建築限界測定器

安全に、効率良く建築限界を運続測定し記録する装置
建築限界測定器は、走行しながら建築限界支障の有無を連続的に測定し、支障物等を検知した場合はアラ ー

ムによるリアルタイムな検知確認に加え、自動的に検知した設備の写真を撮影し、建築限界との離隔と併せて

自動的に記録する装置です。

目的と効果

工事の後などに列車に支障する設備等がないことを確認

するため、建築限界付近の支障物の有無を連続的に測定

することを目的に開発しました。

走行しながら支障物を検知できるため、効率よく建築限

界測定ができます。また、長尺の測定用ゲー ジを使う必要

がないため、感電等の労働災害防止にもつながります。

特徴

支障物の検知範囲を任意に設定できるため、様々な建築

限界に対して測定することが可能です。

また、検知した支障物の写真、および建築限界との離隔を

記録し、報告書形式で出力することが可能です。
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測定結果出力例

支障物として検知された設備

建築限界測定記録

様式5

工事番号・1牛名

唸殷備ここ

［規定値2,000 mm以上］

【実測値】
A点 1.321 = 

昭 =

【カント量1
mm 

1曲線半径1

9拡大を，，慮した建築限界】
A点 =
B点 =

現匙設仰写寛

カント及び曲線を考慮すること。:,'�W[mm]は次式による w-n, 匹 ,, . 
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検知された

設備の写真

検知された

設備の位置
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（これより内側にある

設備を検知する）


